
平成２８年度「高校生社会参加促進事業」の取組概要 

 

 

番 号 

 

 

９ 

 

学 校 名 

 

郡山高等学校 

 

１. 取組名   福祉施設との交流活動 

 

 

２. 活動内容  大和郡山市内「かんざん園」を訪問し、お年寄りと共に「箏曲」の演奏と 

「生け花」を楽しむ活動 

 

本校箏曲部と華道部で、社会福祉法人協同福祉会「かんざん園」を訪問し、入所者の方々に日頃の

活動の成果を披露した。箏曲部は、箏の代名詞的な曲「六段の調」をはじめ、童謡、演歌、ポップス

等の様々な曲を演奏。童謡やポップスでは生徒たちとともに入所者の方々にも楽しく歌っていただい

た。 

また、華道部は、生徒が生けた２点の作品を披露。春をテーマにした作品の構成やお花について丁

寧な解説を加えながらじっくり鑑賞していただいた。 

 

３. 成果と課題 

生徒たちは入園者の温かい笑顔と拍手、優しい眼差しに励まされ、今回の活動に意義を見いだした

ようだ。「かんざん園」訪問の企画や準備、また当日の本番に至るまでの取組のなかから、生徒たちは

“敬老の精神”と“ボランティア精神”を養い、社会参加の意義を再認識することができた。 

～生徒の感想～ 

◇今回、入所者の皆さんの前でこれまで一生懸命お稽古してきた曲を演奏したとき、とても温かい

眼差しを感じました。その雰囲気の中で演奏することで、私たちの気持ちまでも温かくなることを

感じました。また、一生懸命お稽古をして多くの人によろこんでもらえるような演奏をしようと、

箏曲部の皆と気持ちを新たにしました。 

◇「新春」をテーマにお花を生けましたが、まだまだ寒さが残る２月なので“春”らしい雰囲気を

表現することが難しかったです。多くの方に少しでも春を感じていただけたらとても嬉しいです。 

また、このような発表の機会を得てよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


